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heist im Englischen noch mill (Muhle)であるが (Ausg.v. MELI， 1932. Bι 1.， S. 365) 
Samuel Moore & Edward Ave1ing 0)訳ιよる英語版によると， The 印刷工yin Englanu is 




握されるべきものが，実際には millと呼ばれている， 正いう意味に去るほかはなし fac柏町
という用語が工場を君原するものとしては，この時代にはなお抽象的概意用語，あるいはせいぜ
い法律用語に留まっていたことをおのずから強調する結果にな 3ている。
ちなみに， J. Royによる仏訳では，この部分は EnAngletel同九 lafabrique porte encore 




械，すなわち粉砕機 rnoulina po出向製紙機 apapIer，皮剥ぎ機 atan，縮融機 afoulon， 
撚糸機 areto同町 le品]融情場 aforge.鋳造機 amonnaie等を表すために使われている」
と (Garnier-Flammarion，Parβ1969， Livre 1. p田3)， マルクスは1875年目プランス語版へ














ささか検討する機会を持ったが"平稿では JohannMichael Leuchs， System 
des Hand，ιls， Zweyte sehr vermehrtc Ausgabe， Nurnberg 1817， Erster 
Theil， Burgerlichc-Handelswissenschaftの序章の一部と， 第 1章から商品






ルフ・ザイフェルト RudolfSeÿffert 編集の『経営学史文献集~ Quellen und 
Studien zur Geschichte der Betriebs叩irtschaftsleh問の第5巻として復刻さ
れた。この初版と第2版との構成を比較すると，初版は 2部から成るが，第2
版では初版第1部第6篇が独立して第2部となり，初版第2部が第3部に回っ





め この土献目録は Anleitungzur K四目nisd世 vorzuglichstenBucher uberどenHandel 
山 dsdne HuUs"，同enschufミcnと題されているが，とりわけ商業地理，旅行記 で場古庄.ノ
4 (314) 第 119巻第6号
お，第3版が1822年に，第4版が著者の没後1839年に発行されたが，本稿では
京都大学経済学部所蔵の初版復刻版と第2版とを利用した。
はじめに訳出部分， ~ 2-~ 5 (S. 1-3)， ~ 18-~ 24 (S. 12-15)， ~ 34 (S. 
24-25) および~ 27 と~ 28の聞に挿入された 2つの注のうちの第1注 Erste
Anmerkung (S. 17-19)の異同についてみれば，第5節第3段と注とが第2版
で新しく附け加えられた部分である。本文については，表記法の違い(初版の
Manufaktur， Produkt， bei， Ger berei等が第2版では Manufactur，Product， 
bey， Gerberey等に変っている)，ゲシュベルトの仕方，数ヶ所の副次的語句
































































ることである。 19世紀末， 経済学 Volks wirtschaftslehreが国家学 Staats-






ゥイスプルク市の Friedr.Curtiusは.c住民撮』で Fabrikin Vjtriol u. chemischen Prapa 






















それによると， ロイグスは1763年 7月2日 Ansbach近郊の Bechhofenで





各地， ネーデルラント， フランスを遍歴し， ニュノレンベノレグに戻ると1784年
から1791年まで薬種商 Drogen-undApothekerwarenhandlungりもとで職人
Angestel1ter とLて勤めたが， この間とくに商業学の研鏡に励み 1791年に
は最初心著述にして， 後年の『商業の体系』の原型といわれる Allgemeine
Darstellung der Handlungswissenschaftを刊行したu 同年独立してニ旦ル
6) Syst町π4包sHandels von Johann Michael Leuchs， Faksimihdruck der 1; Auflage von 
1804. Mit einer Einleitung: Johann Michael Le皿hs.Als Hanclel阿国叫，schaftlerv叩
Rudolf Seyffert in: R. Seyffert (Hrsg.)， QueUen und Studien zur Geschichte der 
Betriebs四 "rtsch可'uleh問， Stuttgart 1933. Einleitung， 1.Lebenslauf des Johann Michael 
Leuchs (S. V -XV) 
8 (318) 第119巻第6号




waren en gros (Materiallisten) ; Spezereien en gros; Kommissionare und 







版までで4500部を売ったと言う。ザイフェルトは， 1676年の JacquesSavary， 
Le Parfait Negociant (1675年〉の独訳 VollkommenerKauff-und Handels-
mann， 1752年の CarlGunther Ludovici， ErofJnete Akademie der Kaufleute 
および1804年の Leuchs，System des Hand，旨lsの三著を，経営学史の「体系的










マヲファクトゥア ファプリー ク ヲボヲトー リウム (319) 9 
ただ肉体的欲求だけが，ここではわれわれの考察の対象になる。これに関ら
なければならない陪層 Standをわれわれは次の三階級 Klasseに分けること
ができる 塵型生産堕卑 hervorbringende，製造堕鍾 bere出 nde，金里堕墾
vertheilende 
~ 3 
原料生産階級には，自然産出盈 Productを璽壁 ab gewinnen L，あるいは
墾lIXsammeln L. それを主担二crohのままか多少且王 verandernした状
態に置くような人々を指す。杢理主産茎 Landwirthschaft回という語で(査






製造階級には， 塵盟主産動 rohes Erzeugnis を製造・担I bearbeiten， 
verarbeiten. zubereiten， zusammensetzenして山さまざまな目的に供きれ
るようにするすべての人々が含まれる。手工業 Handwerk，マヌファクトクア，
ファプリーク，工芸 Kunsteはこれに属する。 この階級に対しては， 第一の
階級に対してと同様，統一的な呼称がない'"'。そこで，この部門に従事する人
的初版では， Land品岨Ofile。農業という訳語をあてなL、理由については注目を参照。
9) 初版では， Stadtokonomieo 直訳すれば都市経済であるが，ここでは産業部門，業種，暗暗量が
問題にされてしる町であるから，内容的には製造階紐E分配階紐去が損事するものを指す語と解
して，商工業と訳すζとも可能であろう。
10) 現在， 鉱業は工業と一一括されて Industrieの範障に入れられ Agrikultur.L皿 d、.virtschaft
とは明確に区別される。しかし19世紀の初期には，農業と同 町範噂にいれられた例がこ ζで示
されていることは興昨揮い。したがっ cLand wirtil;chaf lも是広義に解すべきで，農業という
訳語をあてるのは，ここでは不適当であろう。





々を製造業者 Bearbeiter，加工業者 Stoffbereiterと呼び，この職業 Geschaft
自体を原料加工 Stoffbereitungと呼ぶことにしたい。
S 5 
最後に第三の階級，分配階級は，生産宣 Erz四 gnis14)の交換， 不足と過剰
の調整と是l[， 商品の分配に従事する人々から成る。かれらは商人 Handels~
leuteと呼ばれ，その堕差 Geschaftは璽墾 Handel と呼ばれる。
血ム堕星 Handelstandl~) はそれゆえ生産12 Erzeugnisの分配に従事する。
それは一地域の生産惣 Productの過剰を除去し， 同時に他地域の不足を埋め
る。このことによってそれは，異る諸地域，諸国家，諸民族聞の室盈Verkeht
の仲介者， 工業 Ge代iVerbefleis16)や貨幣流通の推進者となり， 貨幣制度の整
備1りのための，また労働'"の均等な配分のための丘i&Staatsleitungの手段
にきえなる。
古人は全堕畳 Standを三隆盛 Klasseに出，塑量堕璽 Lehrstand，重ム堕
麿Wehrstand，生壁堕里 Nahrstandに分けた。ただ国家の金に頼って生活し












14) 初版では， Produkt， 
1') にの帯5節の第2段は，初版と第刃版とで表現の違いが目立つ“第l文節は初版では， ，商人
階層の業務は，それゆえ生産物 Produktの分配にある」という表現になっている@
16) 初版では， Gewerbeseiβ が Illdut;tr児 Gewerbefleisは lndu:strieより古し、用語でゐるιも
かかわらず，第2版でなぜ盛者を前者に置き変えたのか，興味深いことではある。とまれ，商業
によって工業が振興するという理U解が，ここで目白に草されていることが留意さ札るべきである。
1η 第2版では， Anordnung des Geldwesensカむ初版では， Regulirung des Geld、wesens巴
18) 第2版では， V剖 heilungder Arbeitenが，初版では， Vertheilung des Ge項目h:flei日目。
19) 以下の段は第2版で新し〈附け加えられた部分【
マヌファクトクア ファプリー グ・ラボラト リウム (321) 1 
ているような国家の査金主 Kostganger (圭金生直孟 Rentenierer，fU王主主主






















20) ここで Kapitalistが国家の寄食者， すなわち不生産的階層とし C把えら九 生産的階績に属
する商人階層と陸別されているのは興味深い。この場合， K叩 italistは貨幣資木家，たとえば個
人金融業者等を指すとは思われず，ロイクスのd伝で触れたように，かれ自身向替商をも営み，
輯行家 E刊 kiPT之も呼ばれていたので，との Kapitalistには単なる貨幣資本家とは別の意味が
こめられていたと理解すべきであろう。高利貸は仮訳であるロ
21) 第 2版では， In der lctztcn BeziehlJngが初版では.Nach der 
12 (322) 第 119巻第6号
層 zubereitendeKlassenの構成原理と経営原理 Verfassungs-undLeitungs-





亙 Her刊 rbringungための相異る作業の企劃 Vertheilungあるいは坦坦{t
Ver臼:nzelungが意味される'"。時には両者は部分的にこの後の意味で制使わ
れるが， とりわけ加工方法あるいは加工手段 Artoder das Hulfsmittel der 
Bearbcitungに注目される。
この最後にあげた，そしてもっともよ〈使われる ge川 ohnlicht:lt恵味におい
ては，，' ファプリーグとは商品が火 Feuer，鎚 Hammer等によって加工され










しかし第の特徴である dieMenge der ve四chiedenen，unter serncinschnftlicher Leitung 




















の建物 Anstalt.経営 Leitung，作業手段 HulfsqueI1eにではなく，加工の際













作業場」をいい，後者について「一般にはその製造主主主 Verfertigung und Hervorbringung 
の際に， 髄も火も使わない製品を意味する」と。 AlbertFranz ]ocher， Die H.仰 delsschule
Real==Encyk{，噌adieder H，ω1dels削 ssenschaft朗， Q四 dlinburgund Leipzig， Bd. 1， 1833， 
S. 135-136， 156 




:10) 初版では ゲジプベルトになってはいるもの白z ただ ManufaktリTwaaTen，Fahl'ikwaaren 
Chemische Waarenとあるだけである。
31) 初版では， Manufakturwaarenとあるだけである。
14 (324) 第 119巻第6号


















32) 原士 wobeysich der Sto質問rhaltnisweiseganz leidend verhaltは，前出 lIandelsschule
りマヌファクトウァア由説明，'wobei sich also die Sto旺eganz leidend verhaltenとほとんど
一致するのが注目に値いする，なお前出筆者稿では，この文を「素材が徹底的に変形される」と
仮京しておし、たが，これは適訳とはいえず， i素材が宕全に萱身に回る」とし、う訳に訂正する.
33) 初版ではI Dr山 hslel'eyの桂に u.s. w が続く。
34) 初版では， Stricken由佳にロ s.W.が続〈。
35) 初版では， als Oelschlagenの後に u.s. wー が続く。




に生まれた言葉でありくDerGrose Duden 7， Etymologie， Mannheim 1963， S.382).ヲテ
ン語の lahorare(arbeiten)に由来する。当時，化学製品の製造場が，実際にラボラトーリウム
と'i'ばれた例はないわけではない巴たとえば1834年"， Cフインヲントベストファー νノ公認住/
マヌファクトクア アァプリー ク・ラヰ戸ラトー リウム (325) 15 
その製造 Hervorbringungのために素材の性質あるいは力がすべてを行い，
労働者はそれをただ適当に組合せることだけができるようなものをいう。これ
に属するものとしては. あらゆる塗藍玉拳 Gahrungsbereitung(蒸溜， ビ

















、民録』ではエルバー フヱルトの KarlHeyder経嘗が Material-u.Farbwaarenhandlung u 
Chemisches Laboratoriumと茸訴されている o Ruttger Bruning/Goswin KrackruggeCH田'g.)，
Offizielles A止出 Buchfur RheinZand二WestphalenZU'明日rtheilar.加 erK:.叩 nken，El 
berfeld 1834. S. 73ノ、ィダー が化学製品生産と Materialwaarenの卸売業乏を兼営していると
とり意義については，注4を参照。なお英語圏では，製薬会社が時に laboratoriesと称する。
40) 初版では，ゲ:;..''"-八ルトになフていない。
41) a 26に第2版で附した註にいう 「従来Waarenlehreの名によって提供されてきたものは，













そこで，重三 Sagen，藍主 Feilen，盈主 Stos，壁土 Oelpressen，室三
Kupferstechen，五i三JJI1IDrechselnは機械的作用である。 とし、うのは，







によって行われる。同様に墾貿 Destillationは， 揮発性部分が塾茎 Warme-
sto百と比較的容易に結びついて気化 Dampfen(Luftformigkeit) じ易いとL、
うことによってひき起される。 さらに立翌三塁主主 Fritte(藍互 Kiesel，杢ER
Pottascbe (カリウム)， ソーダ(ナトリウム塩 Natron)は，加熱されて結合




マヌフアウトウ 7においては，ぞれゆえ機械 Maschine，器具 Instrument， 
















すなわちマヌファクトヮリストには， 機械的知識， あるいは機械体系 Ma-
schinenwesen の知識が必要である。 ラポラン卜には化学的知識， あるいは
単一および合成素材の性質 Natur der einfachen und zusammensetzten 
Stoffeについての，その単体および合成体での作用についての，その分解と結









































貴品目白、時aren.@衣類 Waarenzur. Bekle祖国g，岳耐久抽費財 Gemachlichkeitswaaren④
生産財 Wa世田 zurHervorbringung (J;) 4分類を提唱する.このうち生産財に関する第34節を
訳出するが，ここで重要なζ とは，道具，器具.機械の聞に本質的な相違を認めていないことで
ある。 ζれは入手と機械との間に差を設けなかっTこかれのマヌファクトクア概念と対応する。
45) Ersparung an Kraft等が.初版では.Ersparung deτKraft等白
マヌフアグトウア ファプリーグ ラボヲトーリ内ム (329) 19 
に果すこと。
6) 耐久性，そして最後に，
7) 副次的なことではあるが形の良さ。
いかなる器具，いかなる機械等もこの上なく簡便で，最小のカで，もっとも
短時間に，この上なく確実に，その完全な作用を生み出さなければならない4630
このことから機械，器具類の価値と等級の相違が生ずるのである。
~ 35以下略
46) ロイグメは，生産財として道具と機械との聞に本質的相違を認めていなかったと同様に，機械
と装置との聞にも本質的相違を認めていなかったようである。注1で述べられているように，マ
ヌフアグトゥリストに要請されるのは労働手段についての機耐拘知識であるが，ラボラントに豊
請されるのは労働対象について¢じ学的知識である。ラボヲ iー リウムにおける装置の独自な重
要性を指摘しなかったのは，かれにしては手落ちの感を免れないが，こ二れはおそらく化学工業の
初期においてき持働手段について求められた知識は，市槽や反応某申耐熱性や耐酸性についてのそ
れである以上に，部品相互問。機械的機帰連関についてのそれであったことを物語るも日であろ
う。
